
２０２４年度　２級厨房設備士資格認定試験問題・解答用紙（その2）

下記の図はある厨房室にガス蒸し器（650×720×770  ガス消費量17.4ｋW）を設置した平面図である。

（1）ガス蒸し器がJIA認証機器（ガス機器防火性能評定品）で、機器に右に示すシールが貼られている場合。

受験地

受験番号

下記の条件の場合、壁仕上げ面とガス蒸し器の離隔距離A,Bの最小寸法はいくらか。該当する記号を別表より選び、解答欄に記入せよ。

（2）ガス蒸し器がJIA認証機器で無い場合。

（3）ガス蒸し器がJIA認証機器、非JIA認証機器にかかわらず、図のコンパネ15ｍｍを

A B番号

（1）

（2）

（3）

（解答欄）

尚、同じ記号を何度使用してもよい。

石膏ボード12.5ｍｍ（ボード用原紙の厚さが0.6ｍｍ以下）に変え、柱・間柱を含めて

（1）の機器に貼られているシール

ガス機器防火性能評定品

可燃物からの離隔距離（ｃｍ）

上方 前方 後方側方

一般財団法人　日本ガス機器検査協会

フード 20以上 15以上

平面図：ノンスケール

注4：床は不燃構造とする

注1：各市町村条例は考慮に入れない（総務省令に基づく）

注2：消防庁長官が定めるところにより得られる距離は無し

注5：上部はフードとする

注3：メーカー（製造者）が認める距離は無いものとする

注6：石膏ボードの厚さが12ｍｍ以上は不燃材料

石膏ボードの厚さが9ｍｍ以上は準不燃材料

石膏ボードの厚さが7ｍｍ以上は難燃材料

（ボード用原紙の厚さが0.6ｍｍ以下のものに限る）

（ボード用原紙の厚さが0.6ｍｍ以下のものに限る）

（ボード用原紙の厚さが0.5ｍｍ以下のものに限る）

壁全体を不燃材料（不燃構造）にした場合。

別

表

イ）　０mm ロ）　121.3ｍｍ

リ）　186.3ｍｍ

ハ）　136.3ｍｍ ニ）　148.8ｍｍ

ヌ）　200ｍｍ

ホ）　150ｍｍ

ト）　163.7ｍｍ

ワ）　486.3ｍｍオ）　471.3ｍｍ カ）　498.8ｍｍ　 ヨ）　500ｍｍ

ヘ）　151.2ｍｍ

ル）　300ｍｍ

チ）　178.7ｍｍ　

A

B

間柱（木製）

柱（木製）

間柱（木製）

コンパネ　15ｍｍ（間柱側）

石膏ボード　12.5ｍｍ（ボード用原紙の厚さが0.6ｍｍ以下）

ステンレス　1.2ｍｍ（壁仕上）

問題






